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教師相互の日頃の
授業を自由に参観し
学び合う機会として
公開授業ウィークを
スタートしました。
第１回目は右田先生
の５年生道徳の授業
（写真右上）と宮川
先生の２年生国語の
授業（写真右下）が
公開されました。２
学期も第２弾を実施
することとしていま
す。私たちも子ども
たち同様、「学び合
い」で力を伸ばして
いきます。 

 
 
写真右上は、池部

先生の３年生算数の
授業、写真右下は星
子先生の５年生算数
の授業の様子です。 
今年の校内研修テー
マは「前のめりに学
び、自分の考えを表
現できる子どもの育
成～「きく」を充実
させ、自尊感情を高
める授業づくりをめ
ざして～」です。研
究授業後は授業研究
会で活発に意見を交 
流。これからもよりよい授業づくりに努めます。 
 
 
 

7 月 12 日付け熊日新聞
に本校の 150 周年記念事
業の一環である人文字作
成・撮影の様子が紹介さ
れました。150 周年実行
委員会の皆様や PTA 役員
の方々の入念な準備のお
かげで、参加いただいた
地域の方々のご協力もあ 
って、運動場に見事な校 
章の桜のマークと「150th」「R6」という文字を描く
ことができました。式典や記念誌で紹介されます。 

強く正しく明るく 

 

 

杉地区の⾧瀬シズ
さんを講師にお迎え
し、小学生時の戦中
戦後の体験談を伺い
ました。⾧瀬さんは
当時の様子や人々の
暮らしぶりを防空頭
巾、かすりの上着や 
モンペを見せながら赤裸々に語ってくださいました。
親や家族の愛情、戦争で親を失った子どもたちが生き
るためにどれだけ必死だったか、実際に目の当たりに
したことを当時の様子を歌った歌謡曲など交えながら
熱く語ってくださいました。そして、戦時中に育んだ
子どもの頃の２年間の友情が７０年近くも続いている
ことなども紹介され、友達の住む⾧崎からわざわざ取
り寄せてくださったカステラをふるまってくださいま
した。講話を聞いて、石江まなとさんは「今この地球
上でもロシアとウクライナの戦争が続いていて、多く
の人の命が失われています。平和の尊さについてしっ
かり考えていきたいです。」と感想を述べました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学校運営協議会委員さんは、寺崎勇児さん、池田誠

一さん、森川昭彦さん、迫本裕輔さん、大林千代喜さ
ん、前畑榮枝さん、平尾勇誠さん、森本孝晴さん、古
家治美さん、⿁木浩一郎さん、酒井愼也さん、鹿野純
子さん、江藤康江さん、竹下圭一郎さん、小細工絵美
さんです。よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 

命の尊さ、家族の愛情、友情、戦争や平和に

ついて深く考えた「戦争体験講話」 

学び合い授業公開ウィークスタート！ 

私たち教師も学び合いを深めています 

  

地域の皆様と共に熟議！ 
「学校運営協議会」スタート 

150 周年記念テーマソング「この場所を」 

作曲の山本真一先生とコラボ演奏収録 

 
３年生と５年生で校内研修の授業研を実施 

 

7／5 授業参観・150 周年人文字作成・救急救命

法講習会・学級懇談会、お世話になりました 


